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ヒ
ッ
チ
コ
ッ
ク
の「
サ
イ
コ
」

の
ヒ
ン
ト
に
な
っ
た
と
も
伝

え
ら
れ
る
作
品
だ
。
線
路
の

向
こ
う
の
ミ
ス
テ
リ
ア
ス
な

家
が
印
象
的
だ
っ
た
。

　
大
船
か
ら
北
鎌
倉
に
向
か

う
途
中
に
、
土
手
の
上
の
鉄

路
の
向
こ
う
側
に
何
軒
か
の

家
が
並
ん
で
い
る
場
所
が
あ

る
。
手
前
は
駐
車
場
に
な
っ

て
い
て
、
尾
花
な
ど
の
雑
草

が
土
手
を
覆
っ
て
い
る
。

　
家
を
邪
魔
す
る
灌
木
を
勝

手
に
切
り
払
い
、
ス
ス
キ
の

穂
を
乱
舞
さ
せ
て
、
線
路
を

少
し
斜
め
に
し
よ
う
。
絵
は

自
由
自
在
だ
。

　
水
彩
画
　
36
×
51
㎝

　
エ
ド
ワ
ー
ド
・
ホ
ッ
パ
ー

に
「
線
路
脇
の
家
」
が
あ
る
。

50

「
鉄
路
の
あ
る
風
景
」

黒
川
　明

　
日
本
財
団
と
環
境
省
の
共

同
事
業
「
海
ご
み
ゼ
ロ
ア

ワ
ー
ド
」
の
授
賞
式
が
10
月

６
日
、
開
催
さ
れ
、
葉
山
を

活
動
拠
点
に
し
て
い
る
認
定

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
オ
ー
シ
ャ
ン

フ
ァ
ミ
リ
―
が
日
本
財
団
賞

を
受
賞
し
た
。

　
こ
の
事
業
は
、
海
洋
ご
み

対
策
に
関
し
て
の
取
り
組
み

を
全
国
か
ら
募
集
し
、
日
本

の
モ
デ
ル
事
例
と
し
て
世
界

に
発
信
す
る
も
の
で
、
約

２
７
０
件
の
応
募
が
あ
っ

た
。

　
オ
ー
シ
ャ
ン
フ
ァ
ミ
リ
ー

が
受
賞
し
た
取
り
組
み
は

の
塩
谷
廉
く
ん
と
の
連
名
で

申
請
し
た
も
の
。

　
同
会
は
、
１
９
９
５
年
に

海
洋
生
物
学
者
ジ
ャ
ッ
ク
・

T
・
モ
イ
ヤ
ー
氏
が
東
京
都

三
宅
島
で
海
洋
環
境
教
育
事

業
を
行
う
た
め
に
設
立
し
た

「
海
洋
自
然
体
験
事
業
所
」

が
前
身
と
な
り
、
２
０
０
０

年
の
三
宅
島
噴
火
に
よ
り
、

葉
山
町
に
拠
点
を
移
し
て
活

動
し
て
い
る
。

　
次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち

を
中
心
に
海
の
環
境
教
育
に

関
す
る
事
業
と
し
て
、
ス

ノ
ー
ケ
リ
ン
グ
や
磯
の
生
き

も
の
観
察
な
ど
の
自
然
体
験

活
動
を
行
い
、
魚
や
海
の
生

き
も
の
に
つ
い
て
学
び
、
さ

ら
に
海
か
ら
地
球
環
境
全
体

を
考
え
る
学
び
の
場
を
提
供

し
て
い
る
。

　
副
代
表
の
堀
龍
太
さ
ん

（
40
）
は
、「
今
回
の
受
賞
で
、

当
会
の
活
動
を
多
く
の
人
に

知
っ
て
も
ら
い
、
海
の
楽
し

さ
、
す
ば
ら
し
さ
、
海
を
守

り
た
い
と
思
う
子
ど
も
た
ち

を
育
て
て
い
き
た
い
」
と
話

し
て
い
る
。

　「
北
鎌
倉
の
景
観
を
後
世

に
伝
え
る
基
金
」
は
、
１
９

７
６
年
以
降
次
々
と
明
ら
か

に
な
っ
た
台
峯
地
区
の
宅
地

開
発
計
画
へ
の
反
対
運
動
を

き
っ
か
け
に
、
台
峯
緑
地
の

保
全
活
動
を
積
極
的
に
展
開

し
て
き
た
「
台
峯
の
み
ど
り

を
守
る
会
」
の
メ
ン
バ
ー
を

中
心
に
新
た
に
ト
ラ
ス
ト
運

動
を
行
う
べ
く
、
１
９
９
８

年
10
月
、
任
意
団
体
と
し
て

発
足
し
、
や
が
て
２
０
０
１

年
５
月
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
と
し

て
組
織
化
さ
れ
た
。

　
こ
う
し
た
活
動
の
結
果
、

２
０
０
４
年
秋
に
鎌
倉
市
が

台
峯
緑
地
の
購
入
と
保
全
の

方
向
性
を
示
し
、
12
月
に
は

全
面
保
全
が
決
定
し
、
台
峯

を
開
発
か
ら
守
る
と
い
う
同

会
の
目
標
は
達
成
さ
れ
た
。

　
そ
の
後
も
同
会
は
、
周
辺

緑
地
の
保
全
の
た
め
に
集

ま
っ
た
浄
財
を
市
へ
寄
付
す

る
と
と
も
に
、「
山
歩
き
」

や
「
山
の
手
入
れ
」、
市
と

の
協
議
な
ど
を
行
い
、
台
峯

の
現
状
の
自
然
が
維
持
さ
れ

る
よ
う
見
守
り
続
け
て
き
た

＝
７
面
に
活
動
の
ご
案
内
。

　
鎌
倉
市
は
山
﨑
・
台
峯
緑

地
（
約
27
・
５
㌶
）
の
豊
か

部
約
19
㌶
を
開
園
。

今
年
度
中
に
は
全
面

開
園
す
る
見
込
み
が

つ
い
た
。
同
会
は
、

こ
れ
を
一
つ
の
区
切

り
と
し
て
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
と
し
て
の
当
基
金

の
解
散
を
９
月
23
日

の
臨
時
総
会
で
提
案

し
、
賛
成
多
数
で
可

決
さ
れ
た
。

据
え
、
市
民
が
自
分
ら
し
く

暮
ら
す
た
め
に
「
ど
う
い
う

鎌
倉
を
作
っ
て
い
く
か
の
方

向
性
を
出
し
て
い
け
れ
ば
」

と
挨
拶
。
会
場
の
Ｋ
Ｋ
Ｒ
鎌

倉
わ
か
み
や
に
50
人
が
詰
め

か
け
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
も
50

人
が
参
加
し
た
。

　「
地
域
包
括
ケ
ア
」「
地
域

共
生
」
な
ど
、
い
ま
地
域
住

民
と
の
連
携
推
進
が
求
め
ら

れ
て
い
る
。
記
念
講
演
で

は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
デ
ザ
イ

ナ
ー
で
関
西
学
院
大
学
教
授

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
例
に
説

明
し
た
。
活
動
を
通
じ
て
普

通
の
市
民
が
、
自
分
た
ち
も

社
会
の
役
に
立
た
ね
ば
と
自

覚
、
独
創
的
な
ア
イ
デ
ィ
ア

を
次
々
と
打
ち
出
し
た
こ
と

な
ど
を
、
ユ
ー
モ
ア
を
交
え

て
紹
介
す
る
と
会
場
は
度
々

笑
い
に
包
ま
れ
た
。

　
第
２
部
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

は
、
市
内
で
活
動
す
る
専
門

職
２
人
と
高
校
生
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
２
人
が
意
見
を
出
し

合
っ
た
。
若
者
２
人
は
「
高

校
生
は
福
祉
に
興
味
が
な
い

わ
け
で
は
な
い
が
、
専
門
用

語
が
多
く
、
気
軽
に
質
問
が

で
き
な
い
」「
防
災
や
福
祉

の
パ
ン
フ
で
も
（
文
中
に
）

何
か
問
い
か
け
が
あ
れ
ば
、

興
味
を
示
め
せ
る
」
と
関
係

者
に
は
耳
の
痛
い
発
言
を
ズ

バ
リ
。

　
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
施

設
長
杉
原
み
ど
り
さ
ん
は
、

ホ
ー
ム
建
設
に
反
対
だ
っ
た

住
民
に
施
設
の
テ
ラ
ス
を
提

供
し
て
話
し
合
い
の
糸
口
を

つ
か
み
、
地
域
と
の
共
存
が

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
体
験

を
披
露
し
た
。
鎌
倉
市
社
会

福
祉
協
議
会
の
堀
井
久
章
さ

ん
は
「
地
域
と
の
つ
な
が
り

が
薄
く
な
っ
て
い
る
。
緩
や

か
な
形
で
い
い
の
で
、
今
一

度
つ
な
が
り
を
取
り
戻
し
た

い
」と
の
方
向
性
を
示
し
た
。

　
閉
会
で
は
樽
井
彰
子
理

事
（
前
理
事
長
）
が
「
認
知

症
の
方
へ
の
生
活
支
援
、
終

末
医
療
な
ど
介
護
保
険
で
カ

バ
ー
で
き
な
い
も
の
が
た
く

さ
ん
あ
る
。
鎌
倉
の
高
齢

者
、
障
害
者
を
支
え
て
い
け

る
機
構
を
目
指
す
20
年
に
し

た
い
」
と
挨
拶
し
た
。

鎌倉朝日新聞社
広告をお待ちしています
地域の活性化のためにも

TEL 0467（24）8553
FAX 0467（23）1205

海
ご
み
ゼ
ロ
ア
ワ
ー
ド

　
　
　

日
本
財
団
賞
受
賞

葉
山
の
オ
ー
シ
ャ
ン
フ
ァ
ミ
リ
ー

か
ま

く
ら

介
護
支
援
機
構
20
周
年
記
念
講
演

地
域
の
人
と
高
齢
者
を
支
え
る
社
会
を

「
北
鎌
倉
の
景
観
を
後
世
に
伝
え
る
基
金
」

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
か
ら
任
意
団
体
に

　「
車
を
手
放
し
た
い
け
ど
、

面
倒
」「
安
心
し
て
車
を
売

り
た
い
」
そ
ん
な
人
に
お
勧

め
し
た
い
の
が
、
鎌
倉
・
逗

子
・
藤
沢
周
辺
で
実
績
多
数

の
車
買
取
専
門
店
「
ハ
ッ

ピ
ー
カ
ー
ズ 

鎌
倉
店
」
に

相
談
し
て
み
て
は
い
か
が
だ

ろ
う
か
。

　「
最
近
は
、
運
転
卒
業
を

考
え
て
い
る
方
か
ら
の
ご
相

談
や
お
問
い
合
わ
せ
を
多
く

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
売
却

時
の
手
続
き
や
、
お
車
の
引

き
取
り
ま
で
、
全
て
安
心
し

て
お
任
せ
く
だ
さ
い
」
と
坂

野
代
表
。

　
同
店
で
は
大
き
な
店
舗
を

持
た
ず
、
地
域
密
着
の
出

張
査
定
に
特
化
す
る
こ
と

で
、
抑
え
た
経
費
を
買
取
金

額
に
還
元
。
他
社
で
査
定
額

が
０
円
と
言
わ
れ
た
車
も
最

低
２
万
円
以
上
で
買
い
取
っ

て
く
れ
る
（
１
６
０
０
㏄
以

下
は
５
千
円
以
上
）。
代
金

は
即
日
現
金
払
い
で
、
名
義

変
更
の
完
了
通
知
書
が
届
く

の
で
安
心
だ
。
支
払
い
済
み

の
自
動
車
税
の
還
付
手
続
き

ま
で
行
っ
て
く
れ
る
（
軽
除

く
）。

　
ハ
ッ
ピ
ー
カ
ー
ズ 

鎌
倉

店
（
七
里
ガ
浜
オ
フ
ィ
ス
）

☎
０
４
６
７
・
81
・
４
６
４
１

９
時
〜
20
時
・
定
休
日
な
し

親
切
・
丁
寧
で
好
評
の
車
買
取
店

ハ
ッ
ピ
ー
カ
ー
ズ
鎌
倉
店

七里ガ浜より出張査定に伺います

　
誰
も
が
介
護
保
険
を
上
手

に
活
用
で
き
る
よ
う
に
と
設

立
さ
れ
た
特
定
非
営
利
活
動

法
人
「
か
ま
く
ら
地
域
介
護

支
援
機
構
」
が
20
周
年
を
迎

え
、
11
月
20
日
、
記
念
講
演

と
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
か
れ

た
＝
写
真
。

　
開
会
で
佐
藤
秀
之
理
事
長

（
４
面
「
ひ
と
」
欄
で
紹
介
）

が
、
こ
れ
か
ら
の
20
年
を
見

の
山
崎
亮
さ
ん
が
「
興
味

の
な
か
っ
た
人
々
を
集
め

て
、
活
動
を
起
こ
し
、
地
域

づ
く
り
を
す
る
に
は
ど
う
す

る
か
」
を
、
自
ら
が
関
わ
っ

た
野
々
市
市
（
石
川
県
）
の

「
雑
誌
を
作
ろ
う
」
や
秋
田

市
の
「
展
覧
会
を
開
こ
う
」

「
プ
ラ
ご

み
除
去
装

置
を
生
ん

だ
３
世
代

26
年
に
渡

る
海
洋
環

境
教
育
」

の
題
で
、

東
京
農
工

大
学
の
高

田
秀
重
教

授
と
、
同

会
が
開
催

し
て
い
る

葉
山
キ
ッ

ズ
ス
ク
ー

ル
参
加
者

オ
ー
シ
ャ
ン
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
マ
リ
ン
キ
ッ
ズ

海
ご
み
ゼ
ロ
ア
ワ
ー
ド
授
賞
式
＝

10
月
６
日
（
写
真
は
同
会
提
供
）

山の手入れをする会員たち（同会提供）

海
ご
み
ゼ
ロ
ア
ワ
ー
ド

　
　
　

日
本
財
団
賞
受
賞

な
自
然
環
境
を
保
全
・
活
用

し
、
都
市
公
園
と
す
る
た
め

２
０
０
７
年
か
ら
整
備
を
は

じ
め
、
昨
年
４
月
、
そ
の
一

　
今
後
、任
意
団
体
と
し
て
、

「
北
鎌
倉
の
景
観
を
後
世
に

伝
え
る
基
金
」（
元
理
事
長
・

新
会
長 

出
口
克
浩
）
の
呼

称
で
「
山
歩
き
」「
山
の
手

入
れ
」、
市
と
の
協
議
な
ど

の
活
動
を
継
続
し
て
い
く
。


